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内容は緒論，本文 2 編 9 章および結論からなっている。
緒論では，難燃化の現況について概観した上で，金属錯体による高分子の難'燃化の必要性を考察し，本
研究の目的，本論文の位置づけを行っている。
第 l 編では，金属錯体を分散した高分子系の難燃性に関する研究結果をまとめている。第 1 章，第 2 章





4 章では Fe( 困)ー PVA金属錯体の熱分解反応において，錯体部が脱水素酸化触媒として作用し，炭化促
進効果を示すζ とを見い出している。第 5 章では， Cu (l ) -PVA金属錯体フィノレムの熱分解ガスクロマ
トグラムより， Cu (l )錯体の酸化触媒作用による発生ガスの軽減の可能性を示している。第 6 章，第 7
章では，難燃性ポリマーとして有効な高リン酸化PVAの合成を行い，金属イオンとの錯生成反応につい















3) 金属フタロシアニン誘導体を含む新しい樹脂を合成し，乙れが大気中 600 0Cにおいて， 8 25ぢという
高い炭化率を示し，極めて熱安定性に優れた高分子である乙とを示している。
4) さらにポリピニルアルコールの金属錯体フィルムの熱分解ガスクロマトグラムより，金属錯体の酸化
触媒作用による生成ガスを軽減できる可能性を示している。
以上のように本論文は，数々の金属錯体による高分子材料の難燃化について系統的な方法を開発すると
ともに，その機能について解明を行ったもので，有機金属化学ならびに高分子化学の発展に貢献するとと
ろが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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